
『
多
間
院
日
記
』
は
戦
国
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
奈

良
の
寺
院
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
筆
者
は
僧
侶
で
あ
る
が
、
あ
る
程

度
の
医
学
知
識
を
持
っ
て
い
る
の
で
そ
の
記
述
に
は
興
味
深
い
も
の

が
あ
る
。
演
者
は
前
回
の
本
学
会
に
お
い
て
、
こ
の
日
記
に
現
わ
れ

る
伝
染
性
疾
患
に
つ
い
て
検
討
し
報
告
し
た
。
今
回
は
引
き
続
い

て
、
皮
層
疾
患
・
化
膿
性
疾
患
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

皮
膚
疾
患
は
体
表
に
見
え
る
疾
患
で
あ
る
為
に
、
古
来
か
ら
種
々

の
名
称
を
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
大
和
言
葉
（
俗
語
を
含
め

て
）
も
あ
り
、
漢
医
学
由
来
の
言
葉
も
あ
る
。
今
回
、
こ
の
日
記
か

ら
十
八
種
の
こ
れ
ら
の
病
名
を
抽
き
出
し
、
便
宜
上
四
類
に
分
け
て

検
討
し
た
。

第
一
類
は
湿
疹
・
皮
膚
炎
系
統
の
も
の
で
、
こ
れ
に
は
カ
サ
、
ク

サ
、
イ
ラ
ク
サ
、
コ
カ
サ
、
目
カ
サ
が
あ
る
。
カ
サ
と
ク
サ
は
語
源

『
多
聞
院
日
記
』
に
現
わ
れ
る
皮
層

疾
患
・
化
膿
性
疾
患
の
検
討中

付

昭

が
同
じ
可
能
性
が
あ
る
が
、
カ
サ
の
方
が
よ
り
一
般
的
な
名
称
で
、

カ
サ

カ
サ

瘡
と
い
う
漢
字
を
あ
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
「
瘡
ノ
付

ケ
薬
、
眉
間
寺
ノ
相
伝
、
万
ノ
カ
サ
ニ
上
々
、
奇
妙
々
々
・
」
の
如

く
で
あ
る
。
ク
サ
の
方
は
次
の
よ
う
に
よ
り
軽
症
の
湿
疹
と
い
う
感

じ
で
あ
る
。
「
脇
の
下
ニ
ク
サ
出
来
ノ
間
、
春
良
房
二
薬
付
ケ
サ
セ

ル
・
」
「
長
賢
房
、
顔
ニ
ク
サ
出
来
、
経
ヘ
モ
出
ズ
・
」
イ
ラ
ク
サ
は

イ
ラ
ク
サ

毒
麻
と
い
う
植
物
の
名
前
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
毒
麻
疹
の
こ
と

カ
サ

も
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
堯
舜
房
、
瘡
煩
ノ
処
、
イ
ラ
ク
サ

卜
云
物
也
、
春
良
房
ノ
薬
ニ
テ
ス
キ
ト
減
也
、
奇
妙
々
々
・
」
草
の

名
前
と
皮
膚
病
の
名
前
と
同
じ
と
は
ま
こ
と
に
奇
妙
な
こ
と
で
あ

。
カ
サ

る
。
小
瘡
は
湿
疹
が
こ
じ
れ
て
毛
裏
炎
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
、
「
小
瘡
煩
二
付
キ
、
灸
三
里
上
下
二
百
ヅ
ッ
沙
汰
ス
・
」
な
ど

と
あ
る
。
目
カ
サ
は
眼
瞼
炎
あ
る
い
は
麦
粒
腫
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
目
煩
、
カ
サ
カ
ュ
キ
間
、
灸
治
ス
・
」
な
ど
の
用
例
も
あ
る
。

第
二
類
は
白
癬
症
の
系
統
で
、
シ
ラ
ク
ボ
（
シ
ラ
ク
モ
）
、
ゼ
ニ

カ
サ
、
マ
ダ
ラ
が
あ
る
。
白
癬
症
の
診
断
と
治
療
は
現
代
で
も
容
易

で
は
な
い
が
、
こ
の
日
記
で
は
「
頭
ノ
シ
ラ
ク
ボ
ニ
ハ
、
狼
ノ
シ
ロ

ゼ
ニ
カ
サ

キ
フ
ン
ヲ
…
」
と
か
、
「
銭
瘡
ノ
薬
、
大
黄
ヲ
コ
マ
カ
ニ
ス
リ
テ
、

米
ノ
酢
ニ
ト
キ
テ
…
・
・
・
」
な
ど
と
民
間
治
療
的
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
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い
る
。
マ
ダ
ラ
と
い
う
の
は
や
や
不
明
な
病
名
だ
が
、
飼
犬
が
マ
ダ

ラ
を
煩
っ
て
死
ん
だ
と
い
う
記
事
が
あ
る
・

第
三
類
と
し
て
化
膿
症
系
統
の
病
名
で
、
カ
タ
ネ
、
ヨ
コ
ネ
、
ハ

レ
モ
ノ
、
へ
ウ
ソ
、
擁
、
疽
が
あ
る
。
カ
タ
ネ
は
通
説
の
よ
う
に
燭

で
あ
ろ
う
。
「
カ
タ
ネ
ト
テ
煩
ノ
由
、
近
日
以
テ
ノ
外
大
事
也
、
大

熱
気
指
ス
」
と
あ
る
。
ヨ
コ
ネ
は
性
病
に
よ
る
鼠
践
リ
ン
パ
節
腫
脹バレ

の
他
に
、
一
般
の
化
膿
菌
に
よ
る
も
の
も
当
然
あ
る
で
あ
ろ
う
。
腫

モ
ノ
カ
サ

物
は
瘡
と
通
じ
て
用
い
ら
れ
る
所
が
あ
る
。
カ
サ
が
腫
物
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
腫
物
も
ま
た
一
つ
の
総
称
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
近
般タキ

日
数
ノ
ヵ
サ
ハ
ャ
ル
、
然
ル
処
、
堺
ノ
唐
人
ノ
秘
方
ノ
説
ト
テ
、
莞

ギ木
ヲ
粉
ニ
シ
テ
、
沙
糖
ニ
ネ
ャ
シ
テ
、
腫
物
ノ
上
二
付
し
、
ハ
…
」
な

ど
と
書
か
れ
て
い
る
。
へ
ウ
ソ
は
凛
疽
で
あ
る
。
擁
は
擁
と
い
う
字

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
重
症
疾
患
ら
し
く
次
の
よ
う
に
二
名
の
死
亡

記
事
が
あ
る
。
「
篠
原
の
川
合
、
擁
出
来
テ
、
去
年
ヨ
リ
煩
シ
、
死

去
ス
・
」
「
円
慶
去
ル
六
日
死
去
ス
、
春
ヨ
リ
擁
ヲ
煩
上
、
終
リ
カ
ク

ノ
如
シ
・
」
な
ど
。
疽
は
「
乗
縁
房
律
師
、
中
風
並
ビ
ニ
疽
ノ
腫
物

増
倍
セ
シ
間
：
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
一
般
的
に
言
え
ば
、
藤
は

浅
い
も
の
で
、
疽
は
深
い
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

第
四
類
は
発
疹
性
の
伝
染
病
で
、
唐
カ
サ
、
モ
カ
サ
（
庖
瘡
）
、
ハ

シ
カ
、
癩
な
ど
が
あ
る
。
伝
染
病
関
係
は
前
回
発
表
し
た
の
で
詳
し

く
は
述
べ
な
い
が
、
唐
カ
サ
は
梅
毒
の
第
二
期
の
全
身
性
発
疹
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
モ
カ
サ
の
語
源
に
つ
い
て
私
説
を
発
表
し
て
お
き
た

カ
サ

い
。
モ
・
カ
サ
の
カ
サ
は
瘡
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
モ
と
は

幸
モ

エ
』

何
か
。
従
来
、
喪
で
あ
る
と
か
裳
で
あ
る
と
か
い
う
説
が
あ
る
・
ま

た
、
モ
カ
サ
に
は
イ
モ
と
い
う
俗
称
も
あ
っ
た
。
私
は
モ
カ
サ
は
イ

ボ
ヵ
サ
‐
ｌ
↓
イ
モ
カ
サ
ー
↓
モ
カ
サ
と
変
化
し
て
来
た
も
の
と
推
定

す
る
。
そ
れ
は
ア
セ
モ
が
汗
イ
ポ
‐
ｌ
↓
汗
イ
モ
‐
ｌ
↓
汗
モ
と
変
っ
て

来
た
の
に
等
し
い
。
汗
イ
モ
や
汗
イ
ボ
の
方
言
は
今
で
も
残
っ
て
い

る
ら
し
い
が
、
天
然
痘
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
現
在
、
モ
カ
サ
も
イ

モ
カ
サ
も
イ
ボ
カ
サ
も
残
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
説

と
し
て
出
し
て
お
く
。

（
神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
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ン
タ
ー
、
七
沢
病
院
）
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